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Ｘ線照射された広東住血線虫第３期幼虫の

ラットヘの感染'性及び発育

藤生好則

(昭和63年11月８日掲載決定）

要約

広東住血線虫第３期幼虫に10Ｋrad以下のＸ線を照射して，好適終宿主であるラットへの感染性
および感染後の体内での成長，生殖能などの生理に対する放射線照射の影響を検討した。その結
果，照射の影響は無照射対照群に比べて照射群における虫体回収率の低下や回収虫体の長さの短
縮，第１期幼虫産出数の減少として認められ，その影響は線量依存的であった。かつ，生殖能，成
長，感染性の順に照射の影響を受けやすいことが明らかになった。分離した第３期幼虫への直接照
射に加えて，中間宿主貝体内の幼虫への間接照射を行ない比較したところ，幼虫の受ける影響は同
じ線量において直接照射より間接照射で弱まる結果が認められた。さらに，放射線照射の食品衛生
への応用面についても考察を加えた。
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緒言

寄生虫に対する放射線照射の研究としては，寄生虫の

感染性，発育及び生殖能等に対する効果に関する報告や

宿主側の再感染防御機構の研究等がある。例えば，原虫

類ではマラリア（ＷａｋｉｅｔａＪ.,１９８３），蠕虫類では

Djctyoca山ｓＤｉＤｉＰａ７ｚ`ｓ(JarrettetaZ.,1960)，大平肺吸

虫（池田・谷，1984）などがある。γ線・Ｘ線・紫外線

などの照射により，感染性を失わせたり，たとえ感染し

ても，病害の主原因となる生殖作用が阻害されることな

どが知られている。しかし，これらはいずれも照射線量

が高い。

今回著者は放射線に対する寄生虫の感受Ｉ性，特に殺虫

限界と言われる10Krad（松山，1969）以下の放射線量の

効果について詳細な検討を行なった。すなわち，モデル

として感染性などの基礎的資料が整っている広東住血線

虫（Ａ"giost7o"gyJ皿Ｓｃα"to"e7zsjS）を用い，Ｘ線照射後

のラットへの感染性，およびラット体内での成長・生殖

能などの生理に対する影響を照射線量との関係において

検討した。さらに，食品衛生への応用的側面から，分離

した感染幼虫に対する直接的照射に加えて，中間宿主貝

体内の幼虫に対する間接的照射による効果も併せて検討

した。

材料と方法

実験に用いた広東住血線虫第３期幼虫は，第１期幼虫

を感染後２週間以上経過した実験的中間宿主貝

BiomP加ZαγｉａｇＺａ６γａｔαよりIshiietal．（1987）の方法で

消化分離した。

Ｘ線照射は，ライナックＬＭＲ－１５（東芝）を用い，室

温（20℃）で行なった。直接照射では生理食塩水１，Jを

入れた直径12ｍのプラスチック瓶に第３期幼虫を入れて

照射した。また，間接照射の場合には殻径８ｍ～12ｍの

感染貝をl5mZの水を満たした直径30ｍ，高さ40ｍのプラ

スチック容器に入れて照射した後，人工消化して第３期

幼虫を分離し実験に供した。なお，照射前後における溶

液の温度に変化は見られなかった。

実験的終宿主としては，いずれの実験においてもウィ

スター系ラット（雄，４週令，体重60-809を用い，１

頭あたり第３期幼虫40虫をカテーテルで経口的に投与

し，１０週後に剖検して虫体を回収した。

実験１

放射線の殺虫限界と思われる１０Ｋrad以下の低線量

で，寄生虫の生理に影響を及ぼす線量の範囲を把握する

と共に，照射方法の違いによる作用の違いを検討するた

め，次の実験を行なった。

各群10頭のラットにそれぞれ０，１，３，１０ＫradのＸ

線を直接あるいは間接照射した第３期幼虫を投与し，感

染前及び感染後１週間ごとに体重を測定した。麻酔死さ

せたラットより心臓および肺臓を取り出し，湿重量を測

定した後，虫体を回収した。また，各ラットについて肺

組織内の第１期幼虫の有無を実体顕微鏡で確認した。

実験２

実験ｌの結果をもとにして寄生虫の生理，即ち感染Ｉ性
(浜松医科大学寄生虫学教室）
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や成長及び生殖能と線量との関係を検討するため，以下

の実験を行なった。

第３期幼虫を７群に分け，それぞれ０．３，１，２，３，

６，１０ＫradのＸ線を直接照射した。それぞれの被照射幼

虫を1群13頭のラットに感染させ，さらに対照として，

Ｘ線を照射していない幼虫を感染させた無照射群，およ

び無感染群を設け，計８群について検討した。感染後９

週目に，各群から無作意に５頭を選び，糞便を採取し，

Ishii（1987）の方法により，グラム当り第１期幼虫数

（LPG）を数え，回収された雌虫体数で割って雌当り幼

虫産出数（LPGPF）を求め，生殖能の指標とした。ラッ

トは感染後10週目に，体重を測定した後，心臓および肺

臓を取り出し湿重量を測定した。回収した虫体はアル

コール・ホルマリン・酢酸液で固定した後，グリセリン

ｊアルコール液に浸漬して，ガラス板にはさんで写真撮

影し，ビデオプラン（コントロン社）を用いて体長を計

測し，成長量の指標とした。脳及び肺臓はホルマリン液

で固定し，組織切片をヘマトキシリン・エオジン染色し

て，観察した。

測定値の統計処理については，ｔ検定を用いた。また，

感染性，成長及び生殖能に対して影響を与える線量域に

差があるか否かを明らかにするため，線量一作用曲線を

作製し，図上より50％影響線量値を求めた。感染性の指

標として用いた回収率の線量一作用曲線は，無照射群の

〔平均回収虫体数〕に対する各照射群の〔平均回収虫体

数〕の割合として表した。雌及び雄の成長量の曲線は，

無照射群の〔平均体長〕×〔平均回収虫体数〕に対する

各照射群の〔平均体長〕×〔平均回収虫体数〕の割合と

して表した。そして，生殖能の指標としての雌当たり幼

虫産出数の曲線は，無照射群の〔平均産出数〕に対する

各照射群の〔平均産出数〕の割合として表した。

結果

実験１

１．寄生虫に対する影響

（１）虫体回収数

ラットの心臓・肺臓から分離回収した虫体の平均回収

数はＴａｂｌｅｌのとおりである。無照射群32.4±2.19に比

べて，３Ｋrad以上では，直接・間接照射共，線量依存的

に回収数が低い値を示した。かつ，照射の影響は，直接

照射が間接照射より強いことを示した。

（２）第１期幼虫の有無

肺組織内の第１期幼虫の有無の結果はＴａｂｌｅｌのとお

りである。無照射群および直接・間接照射群共1Ｋrad
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共，線量依存的に心臓・肺臓の重量の抑制が認められた。

実験２

１．寄生虫に対する影響

実験２の成績はＴａｂｌｅ２のとおりである。

（２）虫体回収数

ラットの心臓・肺臓から分離回収した虫体の平均回収

数は，無照射群に対して，１Ｋrad以上の照射量で線量依

存的に有意に減少した。又，回収した虫体の性比は線量

依存的に雌が多くなる傾向を示し，６Ｋradの照射量で

は，無照射群に対して有意差が認められた。

（２）回収虫体の体長

雌及び雄虫体の平均体長は，無照射群に対して線量依

存的に短い傾向を示し，形態的には，３Ｋrad以下での線

量では，異常が認められなかったが，特に，６Ｋrad，１０

Ｋradの線量では糸くず状を示し，雌虫体ではその特徴

である螺旋構造（AlicataandJindrak,1970）の認められ

ない虫体があった。

（３）１雌当り第１期幼虫産出数

１雌当り第１期幼虫産出数の平均は，無照射群9.39

±2.09（xlO3）に対して，１Ｋrad照射で約93％，２

Ｋrad照射で約97.5％そして３Ｋrad照射では約98.5％の

減少が見られた。６Ｋrad，１０Ｋradでは何れのラットか

らも第１期幼虫は検出されなかった。

2．ラットに対する影響

実験２の供試ラットの体重，心臓・肺臓重量並びに肺

の肉眼・組織所見はＴａｂｌｅ２及びＦｉｇ２のとおりであ

る。実験中のラットの死亡は無照射群で２頭（感染後４８

日，５３日），0.3Ｋrad照射群で２頭（43日，５０日）及び１

Ｋrad照射群で1頭（５１日）あり，無感染群および２

Ｋrad以上の照射群ではラットの死亡はなかった。

（１）体重

ラットの10週目の平均体重は無照射群に対して，１

Krad以上の照射量で，線量依存的に体重の増加が認め

られた。

（２）心臓・肺臓の湿重量

１０週目のラットの心臓・肺臓の重量は，無感染群に対

して無照射群は３倍の重量を示した。心臓・肺臓の重量

は照射線量が増加するに従い重量の減少が認められた。

照射群全群で，無感染群に対して有意な増加が認められ

たが，無照射群に対しても，有意な増加の抑制即ち照射

群全群で低い心臓・肺臓の重量を示した。

（３）肺の肉眼所見並びに組織所見

肉眼所見における肺病変の分類は，西村（1966）の分

類に従った。Ｆｉｇ２のとおり，病変は線量の増加に従い

軽減された。無照射群および照射群のラットでは，病変

は横隔葉，左葉および中隔葉にわたり見られた。１

Krad，２Ｋradおよび３Ｋrad照射群では横隔葉および左

葉下部まで病変が見られた。６Ｋrad，１０Ｋrad照射群で

では第１期幼虫が検査したすべてのラットに認められた。

間接照射群３Ｋradでは，ラット１０個体のうち４個体に

第１期幼虫は認められたが，その他の照射線量ではすべ

ての群で認められなかった。

2．ラットに対する影響

（１）体重

感染後１週ごとのラットの体重の推移は，Ｆｉｇｌのと

おりであり，感染後５週目から各群のラットの体重の増

加量に差が生じ始めた。なお，実験期間中のラットの死

亡は，無照射群1頭（感染後67日），１Ｋrad直接照射群

３頭（35日，３８日，４２日）そして1Ｋrad間接照射群２頭

（38日，５２日）であった。

各群ラットの10週目の平均体重はＴａｂｌｅｌのとおりで

ある。無照射群260.9±29.0ｇに対して，直接照射では

１Ｋrad以上で，また，間接照射では３Ｋrad以上で体重

増加の抑制が軽減され，照射の影響は直接照射が間接照

射より強いことを示した。

（２）心臓・肺臓の湿重量

心臓・肺臓の重量はＴａｂｌｅｌのとおりで，無照射群

2.16±0.18ｇに対して，１Ｋrad以上で直接・間接照射
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Table２．EffectsofX-rayirradiationonA"g/osrro"g〕′伽ｃα"/o"e"sjsinfectioninrats(Experiment2）
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１３９ 1063.0
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50％
effective
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2.95.50.77.1

Thirteenratswereusedineachgrouｐ，ａｎｄｉｎｔｈｅｉｎｆｅｃｔｅｄｇｒｏｕｐｓｅａｃｈｒａｔｒeceived40third-stagelarvaeandkilled
lOweekspost-infection、Eachvaluerepresentsthegroupmea、±ＳＤ．

Someratsdiedbeforekilling(０Ｋrad，Zrats；０．３Ｋrad，２；1.0Ｋrad，１)．
Ｔｅｎｒａｔｓｗｅｒｅｕｓｅｄ、

Fiveratswereused、

Eachof50o7Oeffectivedoseswasdeterminedfromthedose-responsecurve・Seetextfordetailsofcalculation、

Significantlydifferentfromthenon-irradiatedgroup(０Ｋrad）（Student,smest,ｐ＜0.05)．
Significantlydifferentfromthenon-irradiatedgroup(ｐ＜0.01)．
Significantlydifferentfromthenon-infectedgroup（ｐ＜０．０１)．

ａ
Ｕ
Ｄ
ｃ
⑪
ｕ
＊
十
１
＋
十

からの虫体回収数は，照射線量の増加に伴い，線量依存

的に減少した。同じ広東住血線虫について，Ｌｅｅ（1969）

は，第３期幼虫に20Ｋradのγ線を照射したところ，回収

率が低下したことを報告し，また，IshiietaZ．（1986,

1987）は，第１期幼虫に10Ｋrad以下のγ線を照射し，中

間宿主に感染させ，その上で終宿主ラットに感染させる

と，回収率に影響が現われることを示した。こうした放

射線照射による回収率低卜の原因としては次のようなこ

とが考えられる。すなわち，感染後肺へ到達する前に虫

体が死亡したか，移行または発育が遅延したか，あるい

は他臓器への迷入が起こったという可能性である。Ｌｅｅ

（1969）は体内移行能の消失に伴い，回収率の低下が生

じたのであろうと推論している。

I土横隔葉にのみ見られた。

肺の組織所見は，Fig.３に示すとおり無照射群および

照射群では拡張した動脈内の各所に虫体が認められ，肺

胞内には虫卵および第１期幼虫が巣状に群在し，肉芽及

び細胞浸潤を伴った病巣を形成していた。６Ｋradおよ

び１０Ｋrad照射群では虫卵及び第１期幼虫は認められ

ず，虫体周囲に僅かな肉芽の形成が認められた。

考察

広東住血線虫第３期幼虫に対するＸ線照射の影響を評

価するために，好適終宿主であるラットへの感染性，感

染後の成長および成虫の生殖能を検討した。まず，感染

性についてふると，指標としたラットの心臓および肺臓

(25）
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Ａ

Ｂ

Ｃ

，

Ｆｉｇ．２．SizeandextemalappearanceoflungshPomratsinfectedwiththenon-irradiatedorirradiatcdthird-staｇｅ

ｌａｒｖａｅｏｆＡ"g/Cs〃o"g)ﾉﾉ"Ｓｃα"/o"e"sjslOweekspost-infectionTheratsineachgroupwereinoculatedｗｉｔｈ

４Othird-stagelarvaeexposedtoOKrad，３KradorlOKradX-rayirradiation，respectively．Ａ：０Ｋrad，Ｂ：３

Ｋrad，Ｃ：１０Ｋrad，Ｄ：non-infectedgroup．

寄生虫への放射線の影響に関する研究では，大石ら

（1972）は，コバルト６０（γ線）の8.4Ｋrad照射で，アニ

サキス幼虫の生死に直接的な影響はないと報告している。

しかし，この事例では20日間にわたるi〃”γｏにおける

食塩水および卵白添加食塩水中での肉眼観察の結果であ

り，今回の実験結果との比較は困難である。ただ，今回

の実験においても，短時間の肉眼的観察では，照射を受

けた第３期幼虫は活発な運動性を示した。従って，今回

のような低線量によっては短時間に起こる死亡はないと

考えられる。つまり，低線量の放射線照射は，寄生虫に

機械的，あるいは生理的な障害を与えるとか，宿主の防

御機構に対する抵抗力を減少させることで正常な寄生釧生

活の達成を阻止するような，むしろ時間を経て出現する

作用を持つものと思われる。さらに，回収率の低下が単

なる移行の遅延によるものでないことは，次の諸点から

推察される。実験ｌでは，感染後1週ごとに体重の測定

を行なったが，広東住血線虫をラットに感染させた場合

に肺に移行し，産卵を開始する５週目から各群に変化を

Fig.３．Lightmicrographsoflungtissuesofratgiven40third-stagelarvaeofA〃gjosrro"８Ｊﾉﾉ"Ｓｃα〃/o"e"sjsinthe

non-irradiatedcontrol(Ａ)，３Ｋrad(B）ａｎｄｌＯＫｒａｄ(Ｃ）irradiatedgroupslOweekspost-infectionNotethe

apparentdifferencesindevelopmentofeggsandintｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｅｇｇｓａｎｄｌａｒｖａｅｉｎｔｈｅｌｕngtissuesineach
ofthenon-irradiatedandirradiatedgroups、Ｉｎｔｈｅ３Ｋｒａｄｇｒｏｕｐ,theeggsandfirst-stagelarvaewereremarkably

reducｅｄｉｎｎｕｍｂｅｒｌｎｔｈｅｌＯＫｒａｄｇｒｏｕｐ，therewereneitherobservableeggsnorfirst-stagelarvaethoughthe

parasiteswerepresent．Ｅ，egg；Ｌ，first-stagelarva；Ｗ，ｗｏｒｍ、Scalebar：0.1ｍｍ．

(26）
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裂が起こらず，発育しないこと（RiekandKeith，

1960)，また，A7zcyZostomacZzMe"山に16Ｋradから７２

KradのＸ線を照射すると，生殖系に異常な構造の分化

があること（RobinsonandJones,1971）などの報告があ

る。しかし，これらはいずれも，１０Ｋrad以上の線量が用

いられており，低線量における作用は明らかでない。今

回の実験ではＬＰＧＰＦは，ｌあるいは２Ｋradでも著しく

減少しているが，グリセリン・アルコール液浸漬虫体の

観察では，生殖器官には形態的変化が認められないこと

から，胚発生が阻害されたことが考えられ，すなわちＸ

線の生殖細胞の分裂への阻害が示唆される。

このように，広東住血線虫第３期幼虫に対するＸ線照

射は，その感染性，成長，生殖能のいずれに対しても比

較的低線量で，かつ線量依存的に影響を与えたが，それ

ぞれに対して著しい影響を与えた線量域には違いがある

ように思われた。そこで，これら３つの指標の線量一作

用曲線から50％影響線量値を求め比較した（Table２)。

その結果，回収率では７．１Ｋrad，虫の体長では，雌で

５．５Ｋrad，雄で２．９Ｋrad，雌当たり産仔数では，０．７

Ｋradとなり，生殖能，成長，感染性の１１頂にＸ線に対する

感受性が高いことが明らかになった。こうした傾向が一

般的であるとすれば，虫の生殖活動により重篤な障害が

引き起こされるような寄生虫症に対しては，低線量で

あっても放射線照射が充分な効果を持つことが予想され

る。例えば広東住血線虫の場合，Ishii（1987）は第１期

幼虫に１０Ｋrad以下のγ線を照射した実験から，宿主

ラットの感染後期肺病変の主な原因は，雌虫より産出さ

れる虫卵ないし第１期幼虫であるとしている。本実験に

おいても，こうした変化はＬＰＧＰＦとよく対応して線量

依存'性を示しており，宿主ラットの病態は，虫の生殖活

動に伴う二次的現象であると言える。従って，広東住血

線虫とラットの場合，１Ｋrad以上のＸ線照射でラット

の病害を最小限に抑えることが可能である。

虫の体長については，５０％影響線量値より，雄は雌よ

りＸ線に感受'性が強いことが示された。また，回収数に

ついて'性比を調べると，３Ｋrad以上で雌の割合が有意

に大きく，また線量が増加するほど大きかった。西村

（1966）は回収された広東住血線虫成虫の性比を調べ，

雌が約54％をしめると報告しているが，３Ｋrad以上の

照射では明らかにこの値を上回っていた。Ｒｉｅｋａｎｄ

Ｋｅｉｔｈ（1960）は，OesoPhagostom"、γαｄｉａｍｍに対しＸ

線を20Ｋrad照射すると，雄虫の感染率が極端に低下し，

雌虫においても感染率が低下することを示している。こ

うした放射線照射による'性比の変化は，かなり一般的な

傾向と思われ，他にも種々の虫種で報告されている（C-

iordiaandBizzelLl960;GreggetaJ.,1976;Ansariand

Singh,1978)。

一方，国際交流の活発化と生活の多様化により，新た

生じ，それ以降に特別の変化が認められなかった。これ

は回収された虫が正常な体内移行経路で，かつほとんど

同じ時期に肺に到達したことを示唆している。また，実

験１．２とも感染後10週目に剖検しており，脳の組織標

本の検査では，虫は存在しなかった。それにもかかわら

ず'０週を越えて突然肺に到達することは考えにくい。池

田・谷（1984）は，Ｘ線照射による大平肺吸虫のラット

寄生への影響について検討し，虫体の宿主内発育に顕著

な影響を与える線量は１Ｋradからであり，成虫までの

発育を阻害するのは２Ｋrad以上であると報告し，さら

に，途中剖検による追跡検査で２Ｋradでは虫体の変性

または壊死を認めたと報告している。本実験では追跡検

査等は行なわなかったが，回収率の低下が認められたの

は同様に１Ｋrad以上であり，回収されなかった虫体は

体内移行を完成せず，移行途中で変性または壊死したこ

とが強く示唆される。

成長への影響については，肺から回収された虫の体長

をもって成長量の指標と考えた。放射線が虫の成長に影

響する要因として，代謝異常や奇形（Robinsonand

Jones,1971）に基づく栄養摂取の不良が考えられる。肺

から回収された雌虫体の中には，照射線量の増加に伴

い，特有の螺旋構造が消失した個体もあり，消化管・生

殖器の発育不良が推察された。また，横断切片標本にお

いても腸管腔内の摂取内容物の量の少ないものが認めら

れた。特に，６Ｋradおよび１０Ｋrad照射群では回収され

た虫体が糸くず様の形態を示し，肉眼的にも異常が認め

られた。これらの所見からＸ線照射は，発育中の虫体に

代謝異常や器官形成の障害を引き起こし，結果的に成長

を抑制したものと思われる。このことは成長の抑制およ

び異常の程度が線量依存的であったことからも支持され

る。

生殖能についてみると，指標としたラット糞便中の第

１期幼虫は，６ＫradおよびlOKrad照射群では全く認め

られず，２Ｋradおよび３Ｋrad照射群でも認められない

個体があった。雌当たり幼虫産出数（LPGPF）を計算す

ると，１Ｋradで対照群の１０％以下であった。これらのこ

とから，Ｘ線照射が第１期幼虫の産生に著しく影響した

ことが明らかである。生殖能の阻害に関しては，成長の

場合と同様な代謝異常に伴う生殖器の発育不良や，ある

いは胚発生を阻害する作用があったものと考えられる。

放射線の生物学的作用は，一般に細胞の再生能力に対す

るものが大きく，細胞分裂過程が長く，形態的・機能的

に未分化な細胞ほど，放射線に対する感受'性が大きいと

言われ，これはBergoni6-Tribondeauの法則として知ら

れる（久田，1969)。寄生虫に関しては，広東住血線虫第

３期幼虫にγ線を20Ｋrad照射した場合，生殖細胞が破

壊されること（Lee,1969)，OesoP/zagostomz4mγαｄｉａｍ－

ｍにＸ線を20Ｋrad照射した場合に，大部分の卵は細胞分

(28）
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な寄生虫症の発生が懸念されており，中でも食品を介し

て感染する寄生虫（食品寄生虫）は，これまでとは異な

る形で人体に影響を及ぼすようになってきた（佐野，

1984)。しかしながら，感染経路の複雑性や分布の広域

性などから見て，これら食品寄生虫症の完全撲滅は困難

と思われる。従って，感染予防には，摂食防止と喫食食

品の安全化，無害化が重要であり，新しい調理加工技術

や，放射線照射等をより有効にするための技術開発およ

びその導入が必要と考えられる。食品に対する放射線照

射は，細菌等による汚染や変性などに対する食品衛生対

策や品質管理対策として世界的に実用化されつつある。

これは従来の加工貯蔵法との併用が可能であり，また，

残留性が皆無であることから，食品添加物や調味料の逓

減化対策として，効果が期待されている（松山，1986)。

食品衛生対策としての放射線の有用性は，かねてより指

摘されているが（McKinney,1966/６７；松山，1969)，特

に低線量での効果が認められれば，その実用性は大いに

高まるものと思われる。日本において認められている食

品への放射線照射は，馬鈴薯へのコバルト６０（γ線）１５

Ｋradの照射のみである（食品衛生法，1947)。米国等で

は殺虫の目的で穀類，乾燥果実，水産物等に対しＬＯ

ＫＧｙ（１００Krad）以下の照射が法的に認められており，

また，食肉に対しては米国で豚肉に0.3～LOKGyの照射

が寄生虫対策として許可されている（松山，1986)。一般

的には殺虫線量は0.01～0.1Ｍradとされており（松山，

1969)，例えば，KraybillandWhitehair（1967）は，

Ｔ７ｉｃｈ"eJJaspi7aJis及びＴａｅ"iasagi"ａｔαの食肉内幼虫の

処理可能線量は0.01～0.03Ｍradとしている。今回の実

験では１０Ｋradでも一部の虫体が残存したが，生殖能は

なく，必ずしも殺虫を必要としない場合の有用}性が明ら

かとなった。

実際に生の食品に対して照射する場合を考慮して，感

染貝に照射した後に第３期幼虫を分離してラットに感染

させた間接照射の実験では，第３期幼虫に対する直接照

射に比べて，同じ線量でも影響が弱いという結果が認め

られた。これは，幼虫の存在する貝体内の蛋白質等の成

分中をＸ線が通過する際に，一部が吸収された結果と考

えられる。このことから食品寄生虫の宿主内照射におい

ては，食品の質及び量を考慮して線量を増強することが

必要であることが示唆される。
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! Abstract !

INFECTIVITY AND DEVELOPMENT OF X-IRRADIATED

THIRD-STAGE LARVAE OF ANGIOSTRONGYLUS CANTONENSIS

IN RATS

YOSHINORI FUJIU

(Department of Parasitology, Hamamatsu University School of Medicine,

Hamamatsu 431-31, Japan)

Angiostrongylus cantonensis third-stage larvae were exposed to less than 10 Krad of X-radiation and

then given orally to white rats to examine the effects of X-radiation on infectivity and development of the

irradiated third-stage larvae and on fecundity of adults developing from the irradiated third-stage larvae.

The deleterious effects of X-radiation were observed at relatively lower dosage in the above three parameters.

A degree in susceptibility on X-radiation was shown to be radiation-dose-dependent. Comparing to the

irradiation of larvae in vitro, the irradiation of larvae in snails caused less deleterious effects at the same

dose of X-irradiation. Application of X-radiation to food hygiene was also discussed.
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